
大阪府訪問看護実践研修委託事業
（訪問看護教育ステーション）

 　秋風の頃となり、皆様におかれましては清祥のことと存じます。
急速な高齢化の中、肺炎に繋がりやすい摂食・嚥下障害が社会の関心を集めて
います。胃ろうを希望せず最後まで口から食べたいと望む人、胃ろうをつくった後も
「スプーン一杯でも食べさせてあげたい」というご家族様の希望の声も聞かれます。
『食べる』ことは生命維持の条件の一つですが、きわめて個人差の大きいものです。
その人らしく食べることを考える必要があります。

今回、在宅の現場で活躍されている言語聴覚士をお迎えし、近年発表された
完全側臥位法による摂食方法等、症状に適した嚥下障害へのアプローチを紹介
していただきます。
地域で『食べる』ことを支えている皆様にご参加いただき、最後まで食べ続ける
にはどうすればよいかを一緒に考える機会とし、日々のケアに活かしましょう。

※参加申込み平成27年　11月10日（火）までにお願いいたします。

　日　時 　　平成27年11月19日（木）　17：30～19：00

　対　象 　　看護師・ケアマネージャー・リハスタッフ

　場　所 　　東住吉森本病院　　6階講堂　　（東住吉区鷹合3-2-66）

　テーマ 　　『在宅での嚥下障害へのアプローチ』

　　　　～最後まで食べつづけるには～

　講　師 　　元　三重県　榊原温泉病院リハビリテーション科　部長

　　元　三重県言語聴覚士協会　会長

　　現在　メディケア・リハビリ大阪住吉　言語聴覚士

              野中　千恵子

　定　員 先着　70名　　　　　　　参加費　　無料

　　　　　　　参加申込み　　返信先　FAX　06-6606-7712

　　事業所名

　　参加人数

　　職名・参加者名

　　職名・参加者名

　　TEL 　　FAX

【申込み方法】
　FAXにてお申し込みくたさい。
【受講に決定】
　応募者多数の場合は先着順にて参加できない方にのみ連絡いたします
【申込み・問い合わせ】
　訪問看護ステーションたちばな　　担当：丹後　ゆかり
　　　　　TEL　　06-6606-7711　　　　FAX　　　06-6606-7712　　　

訪問看護教育ステーションの活動も各地で多種の取り組みが行われています。
大阪府訪問看護協会のホームページをご覧ください。

　　　　『在宅での嚥下障害へのアプローチ』～最後まで食べ続けるには～

研修会のご案内

平成27年10月吉日


